
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
当
農
業

委
員
会
の
活
動
に
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
農
業
情
勢
は
、
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る

遊
休
農
地
や
不
作
付
地
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
や
全
国
的

な
長
雨
に
よ
る
日
照
不
足
な
ど
、
日
々
の
農
業
経
営
に
つ

い
て
は
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
農
業
委
員
会
組
織
に
は
、
農

業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
農
地

法
関
連
の
業
務
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
円
滑
に
活
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、
次
世
代
に
繋
げ

て
い
く
た
め
、
農
業
委
員
会
が
一
丸
と
な
り
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。 匝瑳市農業委員会

会長　渡邉　弘仁

ハンドル操作が要らないトラクター、ドローンを使っての空中散布など、
就農当事は想像もつかなかった農業が今では現実的に。
人手が少なくても農作業が大幅に効率化される農業を行っています。
新たに農業を始める人に技術を継承していきたい、と
今後の抱負を語る實川満さん（椿海地区）です。
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農業委員及び農地利用最適化推進委員の概要
農　業　委　員 農地利用最適化推進委員

1　定　　　数 17人
12人
（中央・豊栄・須賀・匝瑳・豊和・吉田・飯高・共興・
平和・椿海・野田・栄地区から各1人）

2　任　　　期 令和3年7月20日～令和6年7月19日 委嘱された日～令和6年7月19日

3　主 な 業 務

○総会での農地の権利設定・移転、転用に係る申請
等の審議・決定及び現地調査
○農地等の利用の最適化の推進に関する指針の策定
及び現地における調査、相談、指導・監視業務
〇研修会等への参加

○担当地区内での農地等の利用の最適化の推進に関
する現地における調査、相談、指導・監視業務
　①担い手への農地の利用集積・集約化
　②遊休農地の発生防止・解消
　③新規就農の推進・支援
〇総会、研修会等への参加

4　報　　　酬
（基本給） 会長　月額 45,000円
　　　　 委員　月額 37,000円
（能率給） 予算の範囲内で市長が定める額

（基本給） 月額 31,000円
（能率給） 予算の範囲内で市長が定める額

5　委員の要件
農業に関する識見を有し、農地等の利用最適化の推
進に関する事項その他の農業委員会の所掌に関する
職務を適切に行うことができる人。

農地等の利用最適化の推進に熱意と識見を有する人。

6　身　　　分 地方公務員法による非常勤特別職となり、業務には守秘義務が伴います。

　現任の農業委員、農地利用最適化推進委員の任期満了（令和3年7月19日）に伴い、
農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。

農業委員及び農地利用最適化推進委員を募集します

募集期間

受付時間

●推薦・応募方法
　推薦書（個人推薦用・団体推薦用）または応募書に必要事項を記入し、持参または郵送により、農業委員
会事務局（市役所３階）へ提出してください。（郵送の場合、3月11日必着）

　募集要項、推薦書・応募書は、匝瑳市ホーム
ページからダウンロードできるほか、農業委員
会事務局窓口でも受け取れます。

　募集に関するお問い合わせは、農業委員会事
務局までご連絡ください。
☎73-0090

募集から選任までの手続きの流れ
地域の農業者や農業団体（地区の代表として）

市　長

農業委員

農業委員会

農地利用最適化
推進委員

推薦・応募

市議会
の同意

任命 委嘱

令和3年2月10日（水）から令和3年3月11日（木）まで
※土曜・日曜日、祝日を除く。

午前8時30分から午後5時15分まで



　

農
地
転
用
と
は
、

農
地
を
宅
地
や
駐

車
場
、
資
材
置
場

な
ど
の
農
地
以
外

の
用
途
に
変
更
す

る
こ
と
や
農
業
用

施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
一
時
的
な
利
用
も
含
め
、
こ
の
よ

う
な
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
匝
瑳
市
が
定
め
る

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
、

農
用
地
と
し
て
定
め
ら
れ
た
農
地
に
つ

い
て
は
、
予
め
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

等
が
な
い
と
原
則
と
し
て
転
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
法
、
土
地
の
埋
立

て
等
及
び
土
砂
等
の
規
制
に
関
す
る
条

例
等
、
他
法
令
に
よ
る
規
制
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
他
法
令
に
よ
る
許
可
等

が
得
ら
れ
る
見
通
し
が
な
い
限
り
農
地

転
用
の
許
可
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
耕
作
目
的

以
外
に
使
用
し
た
場
合
、
千
葉
県
知
事

に
よ
る
工
事
停
止
や
現
状
回
復
の
命
令

等
農
地
の
所
有
者
を
含
め
て
厳
し
い
措

置
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

農
地
法
の
罰
則…

３
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
法

人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
）

　

許
可
申
請
書
は
添
付
書
類
と
共
に
農

業
委
員
会
へ
毎
月
25
日
（
土
日
祝
日
の

場
合
は
前
開
庁
日
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
耕
作
目

的
で
貸
借
や
所
有

権
移
転
を
す
る
場

合
は
、
農
地
法
に

基
づ
く
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
市
が
策
定

す
る
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
権
利
の
設
定
ま
た
は
移

転
す
る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

許
可
申
請
書
は
添
付
書
類
と
共
に
農

業
委
員
会
へ
毎
月
25
日
（
土
日
祝
日
の

場
合
は
前
開
庁
日
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
続
や
遺
産
分
割
な
ど
に
よ

り
農
地
を
取
得
し
た
場
合
は
、
取
得
し

た
農
地
の
あ
る
市
町
村
の
農
業
委
員
会

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

認
定
農
業
者
と

は
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に

基
づ
き
、
自
ら
の

経
営
発
展
を
目
標
と
し
た
農
業
経
営
改

善
計
画
を
作
成
し
、
市
町
村
か
ら
認
定

を
受
け
た
農
業
者
の
こ
と
で
す
。
認
定

農
業
者
は
、
行
政
や
関
係
団
体
か
ら
経

営
相
談
の
ほ
か
農
地
集
積
、
低
金
利
の

融
資
、
資
金
・
税
制
面
の
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
の
制
度
の
内
容
や
手
続

き
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

役
所
産
業
振
興
課
農
政
班
（
☎
７
３‐

０
０
８
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

　

農
地
の
雑
草
雑

木
が
繁
茂
す
る
こ

と
で
、
害
虫
の
発

生
や
有
害
獣
の
住

処
と
な
っ
た
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
の

原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
周
辺
農

地
の
営
農
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な

り
ま
す
。
農
地
所
有
者
は
、
責
任
を

持
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
遊
休
農
地

の
現
状
把
握
の
た
め
、
農
地
法
に
基
づ

く
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
毎
年
１
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
法
で
は
、「
農
地
に
つ
い
て
所

有
権
ま
た
は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
及

び
収
益
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
当
該

農
地
の
農
業
上
の
適
正
か
つ
効
率
的
な

利
用
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
に
は

許
可
が
必
要
で
す

耕
作
目
的
の
農
地
の

権
利
移
動
・
設
定
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
に

な
り
ま
せ
ん
か

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

10
月7

日　

農
業
者
年
金
加
入
推
進
研

修
会

28
日　

山
武
・
海
匝
女
性
農
業
委

員
等
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

11
月4

日　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
実
質
化

研
修
会

17
日　

経
営
力
強
化
・
農
地
集
積

促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

毎
月農

業
委
員
会
定
例
総
会
・
書
類

審
査

（
農
地
権
利
移
動
・
農
地
転
用
ほ
か
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告人・農地プラン実質化研修会

会場：市民ふれあいセンター

例るが転以に等置

※

ま人

人・人・人・人・人・人・人・人・人・人・人・人・農地農地農地農地農地農地農地農地農地農地農地プラプラプラプラプラプラプラプラプラプラプラプラン実ンンン実ン実ン実ン実ン実ン実ン実ン実ン実質化質化質化質化質化質化質化化化化質化質化研修研修研修研修研修研修修研修研修修会会会会会会会会会会会会
会会会場会場会場会場会場会場会場会場会場会場：：市：市：市：市：市：市：市：市：市：市民ふ民ふ民ふ民ふ民ふ民ふふふふふふ民ふれれれあれあれあれあれあれあれあれあれあれあいセいセいセいセいセいセいセいセいセいセいセいセンタンタンタンタンタンタンタンタンタンタンタンターーー
人・農地プラン実質化研修会
会場：市民ふれあいセンター



　

規
模
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸
し
付

け
る
農
地
（
農
業
振
興
地
域
内
）
を
探

し
て
い
ま
す
。
貸
し
付
け
た
い
農
地
が

あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
出
し
手
と
受
け
手
の
間
に
立
っ
て
、

（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
が
農
地
の

貸
し
借
り
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
匝
瑳
市
産
業
振
興
課
農
政
班

（
☎
７
３‐

０
０
８
９
）
ま
た
は
、（
公

社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部
（
☎
０

４
３‐

２
２
３‐

３
０
１
１
）
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　営農の継続が困難になった農地を
売買、貸出等を希望する方は、地元
の農業委員・農地利用最適化推進委
員までご相談ください。

　全国農業新聞は、農家のために農業経営や
くらしの情報を提供しています。

　発　行：毎週金曜日
　購読料：月額 700円（送料、税込）
　購読の申し込みは
農業委員会事務局で
受け付けています。
　見本紙を見てみた
い方は全国農業新聞
（新聞業務部）☎03-6910-1130までご連絡くださ
い。

農
地
の
出
し
手
を
募
集
中
で
す

●積立方式なので、積み立てた金額に応じた額の年金をかならず受給できます！
　また、年金額が加入者・受給者数に左右されない、少子高齢時代に強い年金です。
●年金は一生涯支給されます！
80才までに亡くなられた場合は、80才までに受け取る予定であった分のお金を、ご遺族が受け取る
ことができます。
●認定農業者など、担い手の方は、国が保険料を一定の割合で負担してくれる制度もあります！
●税制面でも大きな優遇があります！

農業者年金ってどんな年金？

◎農業に年間60日以上従事していること
◎国民年金の第1号被保険者であること
◎20才以上60才未満であること
◆農地を持っていない方や、配偶者・後継者の
方も加入できます！

加入用件はこの３点だけ

お問い合わせは、匝瑳市農業委員会（☎73-0090）または独立行政法人農業者年金基金（☎03-3502-3942）へ

しっかり積み立て、がっちりサポート安心で豊かな老後を

千
葉
県
農
地
中
間
管
理
機
構

こんな時は…？

全国農業新聞を
購読しませんか

農地中間管理機構

よし！

規模拡大しよう！

農地を

貸したいなあ

農業者年金に
加入しませんか？
農業者年金は、農業者のための、安定した積立式の公的年金です。

農業委員会だより農業委員会だより


